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Ⅰ　研究 の成果　　(1000字程度)　
2次元結晶であるナ ノシー トを利用 した ソフ ト化学的材料合成は、固相法では困難 なナ ノ
構造 の制御 が容易であることか ら、新規な材料設計プ ロセス として近年注 目を集 めてい る。
特に、ナ ノシー トの積 層により得 られ る層状物 質(再構築体)は、特異な積 層構造 ・積 層欠 陥
に 由来す る高機 能化や物性制御 が可能な新 規物 質 と して期 待 されてい る。 そ こで、本研 究
ではペ ロブスカイ ト構造(ABO3)をもつナ ノシー トを用いた ソフ ト化学プ ロセス によ り、2種
類のBサ イ トカチオン(NbとTa)配列が制御 された構 造 を持っ新規複合ペ ロブスカイ トを合
成す るプ ロセ スの検討 を行 った。 また、誘 電特性 を評価す ることで材 料の構 造 －物性 の相
関 を解明する ことを試みた。
　固相法 によりLi2SrNb207とK2Sr1.5Ta3O10を合成 した。硝酸 でのイ オン交換 後に層 剥離 さ
せ 、それ ぞれ(SrNb2O7)2-と(Sr1.5Ta3O10)2-ナノシー トを得 た。 この2種 類 のナ ノシー トを
Nb:Ta=1:1となるよ うに混合 し、塩酸を用 いて再構築 した。得 られ た再構築体 を500℃加 熱
す ることで複合ペ ロブスカイ トを合成 した。
　AFMによ り(SrNb2O7)2-と(Sr1.5Ta3O10)2-ナノシー トの厚 さは、それぞれ6nmと4nmで あっ
た。ナノシー ト混合液か ら得 られた複合ペ ロブスカイ トにおいては、c軸に垂 直な面 内では
同一のBサ イ トカチオ ンが規則的に並ぶ構造(Fig.1(a))をとることが予想 され る。一方、 固
相法によ り合成 した同組成の物質において、2種類 のBサ イ トカチオ ンが熱力学的 によ り安
定な ランダム配置(Fig.1(b))をとる と考え られ る。 また、ラマ ン測定ではBO6八面体 に由来
す るピー クが よ り低波数側で観測 され、 この結果はBサ イ トカチオンの規則配列 による格
子の増大 に起因 してい るこ とが示唆 され る。周波数が1MHzで の誘 電率測定 におい て、ナ
ノシー トプ ロセスによ り合成 した複合ペ ロブスカイ ト(ε=42)は固相法合成 の材 料(ε=65)
よ り低い誘 電率を示 した ものの、ナ ノシー ト再構築 を経 る合成 プロセスが材料 設計 にお い
て有効で あることが示 された。 また、複合ペ ロブスカイ トにおいてBサ イ トカチオ ンの配
置が重要 な働 きをす ることがわか った。
Fig.1　 Comparison of the structure of complex perovskite
oxides via nanosheet process with solid-state-reaction


